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栃
木
県
宇
都
宮
市

の
自
治
労
第
99
回

定
期
大
会
に
参
加

し
た
。
暑
い
栃
木

で
の
熱
い
議
論

の
中
に
身
を
置
き

な
が
ら
、
全
国
各

地
で
踏
ん
張
る
単
組
・
県
本
部

の
「
熱
」
を
少
し
で
も
兵
庫
に

持
っ
て
帰
ろ
う
と
思
っ
た
▼
宇

都
宮
市
と
い
え
ば
「
餃
子
の
ま

ち
」
だ
。
駅
を
出
る
と
漂
う
餃

子
の
香
り
に
食
欲
が
く
す
ぐ
ら

れ
る
。
今
回
は
定
期
大
会
参
加

で
時
間
が
取
れ
な
い
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
店
を
回
っ
て
の
食
べ

比
べ
は
、
い
つ
に
な
る
か
わ
か

ら
な
い
次
回
の
訪
問
の
楽
し
み

に
取
っ
て
お
く
▼
「
餃
子
の
ま

ち
」
の
始
ま
り
は
、
中
国
へ
出

兵
し
た
兵
士
が
、
彼
の
地
で
味

わ
っ
た
餃
子
を
持
ち
帰
っ
た
こ

と
に
あ
る
と
聞
い
た
。
今
、
私

た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
餃
子
の

背
景
に
も
、
痛
ま
し
い
戦
争
の

記
憶
が
あ
っ
た
▼
今
年
は
戦
後

80
年
。
私
の
祖
父
も
同
じ
く
中

国
に
出
兵
し
た
が
、
帰
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
餃
子
と
い
う
食

べ
物
ひ
と
つ
か
ら
、
戦
争
で
暮

ら
し
を
奪
わ
れ
た
人
々
、
平
和

の
大
切
さ
に
想
い
が
広
が
る
。

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
こ
う
。
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８
月
７
日
に
人
事
院
勧
告
・

報
告
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
勧
告
は
、基
本
給（
平

均
３
・
62
％
）、
一
時
金
（
０
・

５
月
）
の
引
き
上
げ
、
多
く
の

組
合
員
か
ら
強
い
要
望
の
あ
っ

た
通
勤
手
当
に
お
い
て
も
、
交

通
用
具
使
用
の
各
距
離
区
分
で

の
引
き
上
げ
、
駐
車
場
の
利
用

に
係
る
手
当
の
新
設
な
ど
の
内

容
で
し
た
。

　

人
勧
は
、
憲
法
に
保
障
さ
れ

た
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
措

置
と
し
て
、
国
家
公
務
員
（
以

下
、
国
公
）
の
俸
給
を
民
間
企

業
（
１
０
０
人
以
上
）
と
比
較

し
、
均
衡
を
保
つ
た
め
人
事
院

が
国
会
と
内
閣
に
行
う
勧
告
で

す
。
あ
く
ま
で
国
公
の
俸
給
が

対
象
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
公
と
地
方
公
務
員

の
給
料
は
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

で
比
較
さ
れ
ま
す
。
人
勧
・
国

公
に
準
拠
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

地
方
公
務
員
の
ラ
ス
指
数
は
国

公
と
同
じ
水
準
の
１
０
０
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

兵
庫
県
内
自
治
体
の
ラ
ス
指
数

の
平
均
は
99
程
度
、
町
に
限
る

と
97
、
最
低
は
94
弱
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
手
当

の
違
い
や
地
方
に
は
無
い
手
当

が
国
公
に
は
支
給
さ
れ
て
い
る

の
で
格
差
は
さ
ら
に
広
が
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
手
当
の
支
給

率
や
賃
金
の
運
用
の
違
い
が
あ

り
、
自
治
体
ご
と
で
も
格
差
が

あ
り
ま
す
。

　

人
勧
準
拠
だ
け
で
は
国
公
や

自
治
体
間
の
格
差
が
解
消
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
、
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
人
材
確
保
難
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
人
勧
を

上
回
る
改
善
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

駐
車
場
の
利
用
に
係
る
通
勤

手
当
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
上

限
が
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
も
そ
も
公
共
交
通
が

整
っ
て
い
な
い
地
域
や
家
庭
の

事
情
に
よ
る
車
の
使
用
に
つ
い

て
は
、
人
材
確
保
の
観
点
か
ら

当
局
の
責
任
で
負
担
す
べ
き
も

の
で
す
。
人
勧
で
出
さ
れ
た
上

限
額
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、

必
要
額
を
要
求
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

初
任
給
や
昇
格
基
準
の
運
用

改
善
、
各
種
手
当
額
な
ど
、
人

勧
を
上
回
る
賃
金
改
善
の
取
り

組
み
は
、
当
局
と
の
粘
り
強
い

継
続
し
た
協
議
が
必
要
で
す
。

　

労
働
組
合
の
取
り
組
み
は
、

組
合
員
の
生
活
を
支
え
る
と
と

も
に
、
人
材
確
保
の
課
題
解
決

に
つ
な
が
り
、
自
治
体
を
変
え

て
い
け
る
力
が
あ
る
と
い
う
自

覚
を
持
ち
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

３「人勧準拠」だけでは埋まらぬ格差

５日　県本部公企評総会・公企集会（ひょうご共済会館）
６日　県本部公共民間協総会（フルーツフラワーパーク）
９～ 10日　全国女子バレーボール大会（三重県津市）
10日　県本部労働学校実践編（ひょうご共済会館）
13日　県本部臨職評総会（ひょうご共済会館）

当面の日程

トランプ

iNaki

現場の実態を訴える交渉団●左左
　

公
共
民
間
協
は
８
月
８
日
、

「
委
託
業
務
等
に
お
け
る
労
務

費
の
適
正
な
価
格
転
嫁
」
に
つ

い
て
、
県
市
町
振
興
課
と
交
渉

を
行
っ
た
。

　

大
野
敏
隆
議
長
は
、
前
日
に

出
さ
れ
た
人
事
院
勧
告
に
触
れ

「
委
託
費
が
上
が
ら
な
い
と
賃

金
に
反
映
さ
れ
な
い
。『
指
針
』

を
周
知
す
る
段
階
か
ら
１
歩
前

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

具
体
的
措
置
を
求
め
た
。

　

国
が
提
唱
す
る
骨
太
方
針
や

「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
実
行

計
画
で
も
賃
上
げ
が
言
及
さ
れ

て
お
り
、
県
は
「
行
政
と
し
て

も
方
向
性
は
同
じ
」
と
し
な
が

ら
も
「
入
札
は
市
町
が
適
切
に

行
う
も
の
で
、
県
が
具
体
的
な

実
態
把
握
を
す
る
こ
と
は
難
し

い
」
と
述
べ
た
。

　

組
合
は
、
県
の
政
労
使
会
議

で
の
価
格
転
嫁
推
進
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
、
知
事
の
企
業
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
答
弁
を
挙
げ
、
振
興
課

の
姿
勢
を
矛
盾
と
追
及
し
た
。

こ
れ
に
対
し
県
は
「
労
働
局
と

認
識
を
共
有
し
た
い
」
と
し
、

持
ち
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
県
か
ら
「
価
格
転
嫁

の
協
議
が
現
場
段
階
で
ど
の
程

度
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
」
と

の
質
問
が
あ
り
、
組
合
は
「
行

政
が
財
政
難
の
時
は
有
無
を
言

わ
せ
ず
委
託
費
を
下
げ
る
一

方
、
賃
上
げ
の
流
れ
が
あ
っ
て

も
据
え
置
き
に
し
て
い
る
」「
委

託
費
が
確
保
さ
れ
て
も
『
残
っ

た
ら
返
せ
』
と
言
わ
れ
る
」
な

ど
、
賃
上
げ
に
つ
な
が
ら
な
い

実
態
を
挙
げ
た
。

　

県
は
、
交
付
金
に
物
価
高
騰

分
が
含
ま
れ
る
が
周
知
不
足
が

あ
り
、
構
造
的
課
題
を
検
証
す

る
と
し
た
。

　

８
月
４
日
、
奈
良
県
内
で
近

畿
地
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
、
兵
庫
県
本
部
を
代
表
し

野
球
の
部
に
神
戸
交
通
労
組
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
に
宍

粟
市
職
労
が
出
場
し
た
。

　

野
球
１
回
戦
、
神
戸
交
通
労

組
は
前
年
度
優
勝
の
和
歌
山・那

智
勝
浦
町
職
と
対
戦
と
な
り
、

序
盤
に
１
対
３
で
リ
ー
ド
さ
れ

る
も
途
中
４
対
３
で
逆
転
に
成

功
。
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
っ

た
が
、
最
終
的
に
は
再
度
逆
転

さ
れ
、
４
対
５
で
惜
敗
。
１
回

戦
敗
退
と
な
っ
た
。

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
宍

粟
市
職
労
が
コ
ー
ト
を
広
く

使
っ
た
攻
撃
で
１
・
２
回
戦
を

ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
利
。
決
勝
戦

で
は
過
去
18
回
の
優
勝
を
誇
る

大
阪
・
豊
中
市
職
と
対
戦
し
、

善
戦
し
た
も
の
の
準
優
勝
と

な
っ
た
。
優
勝
チ
ー
ム
お
よ
び

宍
粟
市
職
労
は
９
月
４
～
６
日

に
三
重
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
出
場
す
る
。

準優勝の宍粟惜敗となった神戸交通

今年も開催します

黒豆収穫祭
日　時　10月18日（土）
場　所　丹波篠山市内
申し込みは組合書記局へ
詳しくは右記をお読み取りください

公共民間協対県交渉

価
格
転
嫁
を
一
歩
前
へ

賃
上
げ
に
つ
な
が
ら
な
い
実
態
の
解
消
を

近畿地連スポーツ大会

宍粟が準優勝し全国大会へバレー

神戸交通は初戦で惜敗野球
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たつの市自治団体労働組合連合会
（詳細は後日、ホームページに掲載します）

　

今
回
は
西
播
磨
に
位
置
す

る
、
た
つ
の
市
労
連
で
す
。
山

本
真
治
委
員
長
と
木
村
憲
介
書

記
次
長
に
、
単
組
の
取
り
組
み

や
地
域
の
魅
力
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。

【
新
た
な
取
り
組
み
】

　

コ
ロ
ナ
禍
で
新
春
旗
開
き
が

開
催
で
き
な
く
な
り
、
組
合
員

の
た
め
に
、
新
し
く
始
め
た
の

が
個
人
助
成
制
度
で
す
。
こ
の

制
度
は
、
組
合
員
が
家
族
な
ど

と
食
事
や
旅
行
を
す
る
際
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

も
の
。
旗
開
き
に
替
わ
る
新
制

度
も
組
合
員
か
ら
好
評
で
す
。

【
交
渉
で
得
た
思
い
】

　

昨
年
の
確
定
交
渉
で
は
、
新

た
な
手
当
と
し
て
地
域
手
当

が
全
職
員
に
支
給
さ
れ
た
こ
と

と
、
何
年
か
前
に
熱
中
症
対
策

で
、
こ
れ
ま
で
要
求
し
て
い
た

空
調
服
の
貸
与
を
勝
ち
取
っ
た

こ
と
で
す
。
人
勧
の
課
題
の
み

な
ら
ず
、独
自
課
題
で
勝
ち
取
っ

た
事
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

 

地
域
の
紹
介 

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

　

秋
の
お
す
す
め
は
「
紅
葉

谷
」。
龍
野
公
園
内
に
あ
り
、

木
漏
れ
日
も
届
か
な
い
ほ
ど
カ

エ
デ
が
生
い
茂
り
、
神
秘
的
な

雰
囲
気
が
漂
う
。
穴
場
の
紅
葉

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
ゆ
っ
く
り

と
紅
葉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
見
ご
ろ
は
11
月
末
以
降
。

【
驚
き
の
メ
ロ
ン
パ
ン
】

　

揖
保
川
総
合
支
所
近
く
、
揖

保
川
沿
い
の
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
に

あ
る
喫
茶「
ｆ
＃（
エ
フ
シ
ャ
ー

プ
）」で
は
、驚
く
ほ
ど
の
特
大
メ

ロ
ン
パ
ン
が
味
わ
え
る
。
大
き

さ
は
通
常
の
４
～
５
倍
と
も
言

わ
れ
、
人
の
顔
よ
り
大
き
い
ほ

ど
。
実
物
を
前
に
す
れ
ば
、
そ

の
迫
力
に
思
わ
ず
驚
か
さ
れ
る
。

紅葉谷の様子

巨大なメロンパン

山本委員長●左と木村書記次長●右右

全労済自治労共済本部資料より引用

2026年度の新役員体制を確立
　

県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会
は

８
月
３
日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会

館
で
第
10
回
定
期
総
会
を
開
催

し
、
12
単
組
か
ら
36
人
が
参
加

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
山
根
正
也

議
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
山

下
忠
之
県
本
部
委
員
長
、
平
山

春
樹
本
部
衛
生
医
療
評
議
会
事

務
局
長
よ
り
来
賓
あ
い
さ
つ
を

受
け
た
。

　

総
会
で
は
２
０
２
５
年
度
経

過
報
告
・
２
０
２
６
年
度
活
動

方
針
・
２
０
２
６
年
度
役
員
体

制
を
県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会

澤
田
事
務
局
長
よ
り
提
案
し
、

全
体
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

　

総
会
後
、
自
治
労
東
大
阪

市
労
働
組
合
の
前
田
真
さ
ん

が
「
災
害
時
に
お
け
る
ト
イ

レ
対
策
～
誰
で
も
使
い
や
す
い

ト
イ
レ
環
境
づ
く
り
～
」
と
題

し
講
演
を
行
っ
た
。
前
田
さ
ん

は
、
災
害
時
の
避
難
所
で
は
ト

イ
レ
が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
環
境
の
悪
さ
か
ら
体
調
を

崩
し
、
深
刻
な
健
康
被
害
に
つ

な
が
っ
た
事
例
を
紹
介
。
ま
た
、

過
去
に
は
備
蓄
品
に
災
害
用
ト

イ
レ
が
無
か
っ
た
こ
と
や
、
ト

イ
レ
の
平
均
的
な
使
用
頻
度
は

１
人
１
日
７
回
と
さ
れ
、
必
要

な
備
蓄
数
は
「
人
数
×
回
数
×

日
数
分
」
で
計
算
す
る
と
説
明

し
た
。
参
加
者
は
多
く
の
課
題

が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
実
際
に
携
帯
ト
イ
レ
を

使
用
す
る
実
技
体
験
も
行
っ
た
。

　

最
後
に
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
は
、
伊
丹
病
院
と
近
畿
中

央
病
院
と
の
統
合
計
画
が
大
幅

に
ず
れ
込
ん
で
い
る
状
況
や
、

三
田
で
の
病
院
の
統
合
再
編
の

現
状
に
つ
い
て
、
ま
た
、
播
磨

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
、
高
砂
市
民

病
院
の
経
営
形
態
変
更
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
、
情
報
共
有
を

行
っ
た
。

　

な
お
、
２
０
２
６
年
度
新
三

役
体
制
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
。
議
長
・
山
根
正
也
（
伊

丹
病
院
労
組
）、
副
議
長
・
飯
田

雅
子
（
神
戸
市
職
労
）、
前
川

和
彦
（
た
つ
の
市
労
連
）、
事

務
局
長
・
澤
田　

拓
実
（
豊
岡

病
院
労
組
）

　

県
本
部
現
業
評
議
会
は
８
月

１
日
～
２
日
、
加
西
市
・
い
こ

い
の
村
は
り
ま
で
、
２
０
２
５

－

２
６
年
現
業
評
議
会
総
会
・

各
部
会
集
会
を
開
催
し
、
20
単

組
56
人
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
の
総
会
で
、
平
瀬
勲

現
業
評
議
会
議
長
は
「
地
域

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
現
場
で

は
、
人
員
不
足
な
ど
多
く
の
課

題
を
抱
え
つ
つ
、
業
務
を
担
っ

て
い
る
。
安
易
な
民
間
委
託
の

導
入
に
よ
り
課
題
が
生
じ
た
場

合
は
『
再
公
営
化
』
に
向
け
た

取
り
組
み
を
現
場
か
ら
実
践
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
。
熱
中
症

対
策
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、

現
業
職
場
は
リ
ス
ク
が
高
い
。

当
局
に
し
っ
か
り
認
識
さ
せ
、

改
善
へ
取
り
組
も
う
」
と
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
活

動
経
過
報
告
、
活
動
方
針
、
県

市
町
振
興
課
・
県
教
育
委
員
会

申
入
書
の
提
起
を
行
い
、
質
疑

応
答
の
後
、
全
体
で
承
認
。
次

に
吉
村
秀
則
自
治
労
現
業
評
議

会
局
長
よ
り
「
現
業
・
公
企
統

一
闘
争
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
の
講
演
を
受
け
、
今
後
の
取

り
組
み
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
、
た
た
か
い

の
報
告
を
行
い
、
最
後
に
平
瀬

議
長
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

で
総
会
を
終
了
し
た
。

　

２
日
目
は
、
清
掃
部
会
・
学

校
部
会
・
一
般
現
業
部
会
が
そ

れ
ぞ
れ
集
会
を
行
い
全
日
程
を

終
了
し
た
。

議長の団結ガンバロウ

衛生医療評総会

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
を
学
ぶ

誰
で
も
使
い
や
す
い
環
境
づ
く
り
へ
課
題
を
共
有

現評総会

熱
中
症
の
リ
ス
ク
改
善
を
訴
え

10
・
17
統
一
闘
争
に
向
け
意
思
統
一
も


